
『ＬＴ機考 ～年末・年始へ向けて～』 

本稿では８月末までのＬＴ機と年末へ向けてのＬＴ機について徒然に。 

８月末までに市場投入されたＬＴ機は３２型式。 

表示当り３１９以上の分母を持つ型式は１４。 

表示当り 1/199帯は８型式。 

1/129帯のいわゆるパワーライトは４型式。 

1/99以下の分母帯が６型式。 

ＬＴ中の継続率９５％以上を有するのは P 大工の源さん超韋駄天 2HLB ９７．５％、P

頭文字 D2GFPG ９６％、P北斗の拳強敵 SSPA ９５％の３機種。 

それではここまで市場投入されたＬＴ機の中で現在最も稼働結果が伴わない P 頭文字

D2GFPGを考察してみましょう。 

表示当りの確率は 1/319.7。チャージ当りは 1/546.1。実質のＴＳは 1/207.4 

確変突入率７７％。下位 RUSH継続率９０％。ＬＴ（上位 RUSH）継続率９６％ 

特図１の振り分け 

３Ｒ（３６０個）＋時短１００回（1/319.7）２３％ 

３Ｒ（３６０個）下位 RUSH突入７６．９％ 

１０Ｒ（１２００個）ＬＴ（上位 RUSH）直行０．１％ 

特図２の振り分け 

２Ｒ（２７０個）６７％ 

５Ｒ（６３０個）２８％ 

１０Ｒ（１２３０個）５％ 

RUSHからのＬＴ突入率５％ 

ＬＴ突入時の期待出玉１２９７９個（メーカー公表値） 

平均ＴＹ４５９７個（メーカー公表値） 

平均ＭＴＹ１２１１４個（メーカー公表値） 

ＭＹ２０５６０個（メーカー公表値） 

平均ＴＹはＰ型式の中では再上位。ＭＹはやや低め。ＭＴＹは高目。 

ザックリ言えばＴ１Ｙを抑えた継続率重視の設計の当機種。 

全国でおよそ５５％の店舗数にして７０００台ほど導入されたわけですが、この仕様でな

ぜこんな稼働結果となったのか？ 

マイナス要因としてワーストＴＹ（せっかく RUSHに入ったのに右打ち１回で終わってし

まった時の持ち玉）が極めて低い点と見ています。 

確率分母的に初期投資は１８０００円程度必要な仕様に対しワーストルートを踏んでしま

うと２７００円程度しか手元に残らないのがこの機械。 

確かにＴＫは７．７５回と高いものの、１特賞あたりの期待額は２３００円程度。 

突破型高継続仕様の致命的な部分が露呈したという結果とみます。 



同じ様な突破型高継続仕様では P 大工の源さん超韋駄天 2 HLBがありますが、こちらは分

母１２９。似て非なる物と。 

１９９分母帯ではPGO！GO！郷～革命の 5～M4-VLTが頭文字D2と同類のワーストＴＹ

が低い仕様になるのですが 

こうした機種仕様の見立ては重要な選定ファクターとなりますので頭の片隅にでも。 

ユーザー心理には期待値派もいればリスク回避派もいるって事かなと。 

１日あたりのユーザーの使用金額を追ってみると１万円近辺。月に２～３回遊技するにあ

たり毎回２万円以上の投資はさすがに厳しい。 

そういった意味ではＬＴ機と１９９分母帯とのマッチングに安定感が伺えるのは頷けると

ころ。 

使用金額の範囲内でそこそこ遊べてコンプリートの夢も見る事のできる確率帯というユー

ザー視線が垣間見えます。 

では、この１９９分母帯を考察してみましょう。 

現在の確率帯リーダーは P 魔法少女まどか☆マギカ 3LM3 と P アズールレーン THE 

ANIMATION～異次元トリガー199～M4を投入した京楽.。 

e 新・必殺仕置人～超斬撃～K3、e 仮面ライダー電王 KL12も含め、下位 RUSHから上位

RUSHへの突入率が高いのが特徴となります。 

アズールレーンはこの部分は抑え目ですが特図１当り全てに時短搭載。 

他社機も含めこの確率帯機種はＬＴへの突入率と「ＬＴへの道筋の分かりやすさ」という

のがキーワードかなと。 

面白いのは中心となりつつあるこの確率帯にまだ特図１から“ＳＴ１００％突入（いわゆ

る１００突）”の機種が投入されていない点。 

アズールレーンは１００突とは言え“時短”。Pこの素晴らしい世界に祝福を！LT3も１０

０突ですが、ＬＴの道筋がちょっと違う。 

オーソドックスな１００突は未登場。 

この流れの中にＳＴ１００突機種が市場投入される事に。 

ＰシャカＲＵＳＨ Ｚ１ がその機械。 

全特図１当りからＳＴ７６。まぁ、１００突ですからＴ１ＹとＬＴ突入率は控えめになっ

てはいますがＬＴの継続率は確率帯最強の９３％。 

マルホンだからといって侮れません。 

今後もＬＴ機の中心となりそうな１９９分母帯機種。 

１００突シャカＲＵＳＨを含め年末に掛けて５型式の市場投入が決まっています。（この確

率帯だけで１３型式となり、１台ずつでもこの分母帯で半島埋める事ができる）。 

１２９以下の確率帯も年内で１３型式となりますのでやっと各確率域混合の島構成から従

来のスッキリとした構成、且つ、各カテゴリー毎のアピールが可能に。 

ハイミドルはスマパチ主力投入となっていくだけに戦術的にも戦略的にも年末年始へ向け



てパチンコ島の迎撃態勢を整える時期と思いつつ本稿は了と致します。 


